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A B C D E F 行/列
科目 第１期 第２期 第３期
流動資産 ＝D5＋D6＋D9 ＝E5＋E6＋E9 ＝F5＋F6＋F9 4
現金預金 ＝D20−D6−D9−D11 ＝E20−E6−E9−E11 ＝F20−F6−F9−F11 5
売上債権 ＝SUM(D7:D8) ＝SUM(E7:E8) ＝SUM(F7:F8) 6
受取手形 ＝SUM(’表A-Ⅳ-①’!B12:B14) ＝SUM(’表A-Ⅳ-①’!C12:C14) ＝SUM(’表A-Ⅳ-①’!D12:D14) 7
売掛金 ＝’表A-Ⅳ-①’!B15 ＝’表A-Ⅳ-①’!C15 ＝’表A-Ⅳ-①’!D15 8
棚卸資産 ＝D10 ＝E10 ＝F10 9
製・商品 ＝’表A-Ⅳ-②’!B15 ＝’表A-Ⅳ-②’!C15 ＝’表A-Ⅳ-②’!D15 10
固定資産 ＝D12＋D17 ＝E12＋E17 ＝F12＋F17 11
有形固定資産 ＝SUM(D13:D16) ＝SUM(E13:E16) ＝SUM(F13:F16) 12
建物・構築物 ＝’表A-Ⅳ-⑦’!J8 ＝’表A-Ⅳ-⑦’!J9 ＝’表A-Ⅳ-⑦’!J10 13
機械・装置 ＝’表A-Ⅳ-⑦’!G8 ＝’表A-Ⅳ-⑦’!G9 ＝’表A-Ⅳ-⑦’!G10 14
車両・運搬具 ＝’表A-Ⅳ-⑦’!D8 ＝’表A-Ⅳ-⑦’!D9 ＝’表A-Ⅳ-⑦’!D10 15
土地 0 10000 ＝E16 16
投資その他資産 ＝SUM(D18:D19) ＝SUM(E18:E19) ＝SUM(F18:F19) 17
投資有価証券 0 1000 0 18
敷金・保証金 ＝支払家賃表!B4/12*3 0 0 19
資産の部計 ＝D36 ＝E36 ＝F36 20
流動負債 ＝D22＋D25 ＝E22＋E25 ＝F22＋F25 21
仕入債務 ＝SUM(D23:D24) ＝SUM(E23:E24) ＝SUM(F23:F24) 22
支払手形 ＝SUM(’表A-Ⅳ-②’!B12:B14) ＝SUM(’表A-Ⅳ-②’!C12:C14) ＝SUM(’表A-Ⅳ-②’!D12:D14) 23
買掛金 ＝’表A-Ⅳ-②’!B15 ＝’表A-Ⅳ-②’!C15 ＝’表A-Ⅳ-②’!D15 24
短期借入金 3000 6500 8500 25
固定負債 ＝SUM(D27:D28) ＝SUM(E27:E28) ＝SUM(F27:F28) 26
社債 0 ＝D27 ＝E27 27
長期借入金 0 ＝’表Å−Ⅱb’!E28-’表Å−Ⅱb’!E28*(1/5) ＝E28-’表Å−Ⅱb’!E28*(1/5) 28
負債の部計 ＝D21＋D26 ＝E21＋E26 ＝F21＋F26 29
純資産の部 ＝D31 ＝E31 ＝F31 30
株主資本 ＝SUM(D32:D34) ＝SUM(E32:E34) ＝SUM(F32:F34) 31
資本金 10000 ＝D32 ＝E32 32
資本剰余金 0 ＝D33 ＝E33 33
利益剰余金 ＝PL!C28 ＝D34＋PL!D28 ＝E34＋PL!E28 34
純資産の部計 ＝D30 ＝E30 ＝F30 35








最後に CSである。ここでは間接法(6) を採用しているため，PL各科目の数値と BS中の資産・負
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表Ａ-Ⅱb 貸借対照表（期首）
A B C D E F 行/列
科目 第１期 第２期 第３期
流動資産 ＝D5＋D6＋D9 ＝E5＋E6＋E9 ＝F5＋F6＋F9 4
現金預金 =D32−(D14＋D15＋D19) =E20−E6−E9−E11 =F20−F6−F9−F11 5
売上債権 ＝SUM(D7:D8) ＝SUM(E7:E8) ＝SUM(F7:F8) 6
受取手形 0 ＝SUM(’表A-Ⅳ-①’!B12:B14) ＝SUM(’表A-Ⅳ-①’!C12:C14) 7
売掛金 0 ＝’表A-Ⅳ-①’!C15 ＝’表A-Ⅳ-①’!D15 8
棚卸資産 ＝D10 ＝E10 ＝F10 9
製・商品 ＝’表A-Ⅳ-②’!B4 ＝’表A-Ⅳ-②’!B15 ＝’表A-Ⅳ-②’!C15 10
固定資産 ＝D12＋D17 ＝E12＋E17 ＝F12＋F17 11
有形固定資産 ＝SUM(D13:D16) ＝SUM(E13:E16) ＝SUM(F13:F16) 12
建物・構築物 0 10000 ＝’表A-Ⅱb’!E13 13
機械・装置 5000 ＝’表A-Ⅱb’!D14 ＝’表A-Ⅱb’!E14 14
車両・運搬具 1000 ＝’表A-Ⅱb’!D15 ＝’表A-Ⅱb’!E15 15
土地 0 10000 ＝E16 16
投資その他資産 ＝SUM(D18:D19) ＝SUM(E18:E19) ＝SUM(F18:F19) 17
投資有価証券 0 1000 0 18
敷金・保証金 ＝’表A-Ⅳ-④’!B4*3 0 0 19
資産の部計 ＝D36 ＝E36 ＝F36 20
流動負債 ＝D22＋D25 ＝E22＋E25 ＝F22＋F25 21
仕入債務 ＝SUM(D23:D24) ＝SUM(E23:E24) ＝SUM(F23:F24) 22
支払手形 0 ＝SUM(’表A-Ⅳ-②’!B12:B14) ＝SUM(’表A-Ⅳ-②’!C12:C14) 23
買掛金 ＝1000*0.3*1 ＝’表A-Ⅳ-②’!B15 ＝’表A-Ⅳ-②’!C15 24
短期借入金 0 4000 6500 25
固定負債 ＝SUM(D27:D28) ＝SUM(E27:E28) ＝SUM(F27:F28) 26
社債 0 0 ＝E27 27
長期借入金 0 20000 ＝’表A-Ⅱb’!E26 28
負債の部計 ＝D21＋D26 ＝E21＋E26 ＝F21＋F26 29
純資産の部 ＝D31 ＝E31 ＝F31 30
株主資本 ＝SUM(D32:D34) ＝SUM(E32:E34) ＝SUM(F32:F34) 31
資本金 10000 ＝D32 ＝E32 32
資本剰余金 0 0 ＝E33 33
利益剰余金 0 ＝’表A-Ⅱb’!D34 ＝’表A-Ⅱb’!E34 34
純資産の部計 ＝D30 ＝E30 ＝F30 35
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表Ａ-Ⅳ-② 売上原価表
A B C D 行/列
月 第１期 第２期 第３期
1 300 400 600 4
2 0 400 600 5
3 0 400 600 6
4 300 400 600 7
5 300 400 600 8
6 300 400 600 9
7 300 400 600 10
8 300 400 600 11
9 300 400 600 12
10 300 400 600 13
11 300 400 600 14
12 300 400 600 15
合計 3,000 4,800 7,200 16
表Ａ-Ⅳ−① 売上高表
A B C D 行/列
月 第１期 第２期 第３期
1 0 1,250 1,875 4
2 0 1,250 1,875 5
3 0 1,250 1,875 6
4 500 1,250 1,875 7
5 500 1,250 1,875 8
6 500 1,250 1,875 9
7 750 1,250 1,875 10
8 750 1,250 1,875 11
9 750 1,250 1,875 12
10 1,000 1,250 1,875 13
11 1,000 1,250 1,875 14
12 1,000 1,250 1,875 15
合計 6,750 15,000 22,500 16
表Ａ-Ⅳ-③ 人件費計
A B C D 行/列
月 第１期 第２期 第３期
1 300 460 670 4
2 300 460 670 5
3 300 460 670 6
4 300 460 670 7
5 300 460 670 8
6 500 700 1,150 9
7 300 460 670 10
8 300 460 670 11
9 300 460 670 12
10 300 460 670 13
11 300 460 670 14
12 500 700 1,150 15
合計 4,000 6,000 9,000 16
表Ａ-Ⅳ-④ 支払家賃
A B C D 行/列
月 第１期 第２期 第３期
1 150 0 0 4
2 150 0 0 5
3 150 0 0 6
4 150 0 0 7
5 150 0 0 8
6 150 0 0 9
7 150 0 0 10
8 150 0 0 11
9 150 0 0 12
10 150 0 0 13
11 150 0 0 14
12 150 0 0 15
















A B C D 行/列
月 第１期 第２期 第３期
1 10 15 15 4
2 10 15 15 5
3 10 15 15 6
4 10 15 15 7
5 10 15 15 8
6 10 15 15 9
7 10 15 15 10
8 10 15 15 11
9 10 15 15 12
10 10 15 15 13
11 10 15 15 14
12 10 15 15 15
合計 120 180 180 16
表Ａ-Ⅳ-⑥ その他経費表
A B C D 行/列
月 第１期 第２期 第３期
1 30 50 100 4
2 30 50 100 5
3 30 50 100 6
4 30 50 100 7
5 30 50 100 8
6 30 50 100 9
7 30 50 100 10
8 30 50 100 11
9 30 50 100 12
10 30 50 100 13
11 30 50 100 14
12 30 50 100 15
合計 360 600 1,200 16
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































期は当初目標額 1,000千円の 25％増，第３期は第２期比で 50％増となった。（表 B-Ⅳ-①）
売上原価は，商品の仕入は最低ロットが 300千円，それ以上の発注は 100千円単位という制約の
中で，売上の状況を見ながら仕入を行なうこととしている。（表 B-Ⅳ-②）



















価証券売却益を 500千円計上。特別損失では，保証金 450千円（簿価）が実際には 360千円しか返
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表Ｂ-0 諸前提のまとめ










































受取手形 年度末９∼11月月商の合計 年度末９∼11月月商の合計 年度末９∼11月月商の合計
売掛金 年度末月商（12月分） 年度末月商（12月分） 年度末月商（12月分）
棚卸資産 （以下の内訳の合計）










支払手形 年度末９∼11月仕入原価の合計 年度末９∼11月仕入原価の合計 年度末９∼11月仕入原価の合計

















手形は各期とも９∼11 月３ヶ月分の合計となり，第１期 2,750千円，第２期 3,750千円，第３期
5,625千円となる。売掛金は年度末の１ヶ月分であるところから，第１期 1,000千円，第２期 1,250
千円，第３期 1,875千円となる。（表 B-Ⅱ a）
製・商品は各期ともに直近仕入額の１ヶ月としている。売上に見合った仕入を行ない，在庫は１ヶ
月分しか持たないということであり，第１期 300千円，第２期 400千円，第３期 600千円となる。
（表 B-Ⅱ a）
建物・構築物は第２期の期首に 10,000千円で取得。第２期からまるまる１年分の減価償却が実
行され，この期末残高は第１期ゼロ，第２期 8,910千円，第３期 7,939千円となる。（表 B-Ⅱ a・Ⅱ
b）
機械・装置は第１期の期首に 5,000千円で取得。第１期からまるまる１年分の減価償却が実行さ
れ，この期末残高は第１期 3,970千円，第２期 3,152千円，第３期 2,503千円となる。（表 B-Ⅱ a・
Ⅱ b）
車両・運搬具は第１期の期首に 1,000千円で取得。機械・装置同様第１期からまるまる１年分の
減価償却が実行され，この期末残高は第１期 631千円，第２期 398千円，第３期 251千円となる。

















売上高 6,750 15,000 22,500
売上原価 3,000 4,800 7,200
売上総利益 3,750 10,200 15,300
販売費及び一般管理費 7,679 8,921 12,147
人件費 4,000 6,000 9,000
支払家賃 1,800 0 0
光熱費 120 180 180
減価償却費 1,399 2,141 1,767
その他 360 600 1,200
営業利益 −3,929 1,279 3,153
営業外収益 0 200 0
受取利息・配当 0 200 0
その他 0 0 0
営業外費用 45 1,598 1,345
支払利息 45 1,598 1,345
その他 0 0 0
経常利益 −3,974 −118 1,808
特別利益 0 0 500
有価証券売却益 0 0 500
特別損失 0 90 0
敷金・保証金戻入損 0 90 0
有価証券売却損 0 0 0
税引前当期利益 −3,974 −208 2,308
法人税及び住民税 0 0 923













科目 第１期 第２期 第３期
流動資産 5,175 6,458 9,409
現金預金 1,125 1,058 1,309
売上債権 3,750 5,000 7,500
受取手形 2,750 3,750 5,625
売掛金 1,000 1,250 1,875
棚卸資産 300 400 600
製・商品 300 400 600
固定資産 5,051 23,460 20,693
有形固定資産 4,601 22,460 20,693
建物・構築物 0 8,910 7,939
機械・装置 3,970 3,152 2,503
車両・運搬具 631 398 251
土地 0 10,000 10,000
投資その他資産 450 1,000 0
投資有価証券 0 1,000 0
敷金・保証金 450 0 0
資産の部計 10,226 29,918 30,102
流動負債 4,200 8,100 10,900
仕入債務 1,200 1,600 2,400
支払手形 900 1,200 1,800
買掛金 300 400 600
短期借入金 3,000 6,500 8,500
固定負債 0 16,000 12,000
社債 0 0 0
長期借入金 0 16,000 12,000
負債の部計 4,200 24,100 22,900
純資産の部 6,026 5,818 7,202
株主資本 6,026 5,818 7,202
資本金 10,000 10,000 10,000
資本剰余金 0 0 0
利益剰余金 −3,974 −4,182 −2,798
純資産の部計 6,026 5,818 7,202


















科目 第１期 第２期 第３期
流動資産 3,850 5,625 7,458
現金預金 3,550 1,325 1,433
売上債権 0 4,000 5,625
受取手形 0 2,750 3,750
売掛金 0 1,250 1,875
棚卸資産 300 300 400
製・商品 300 300 400
固定資産 6,450 25,601 22,460
有形固定資産 6,000 24,601 22,460
建物・構築物 0 10,000 8,910
機械・装置 5,000 3,970 3,152
車両・運搬具 1,000 631 398
土地 0 10,000 10,000
投資その他資産 450 1,000 0
投資有価証券 0 1,000 0
敷金・保証金 450 0 0
資産の部計 10,300 31,226 29,918
流動負債 300 5,200 8,100
仕入債務 300 1,200 1,600
支払手形 0 900 1,200
買掛金 300 300 400
短期借入金 0 4,000 6,500
固定負債 0 20,000 16,000
社債 0 0 0
長期借入金 0 20,000 16,000
負債の部計 300 25,200 24,100
純資産の部 10,000 6,026 5,818
株主資本 10,000 6,026 5,818
資本金 10,000 10,000 10,000
資本剰余金 0 0 0
利益剰余金 0 −3,974 −4,182
純資産の部計 10,000 6,026 5,818












形は各期とも９∼11 月３ヶ月分の合計となり，第１期 900千円，第２期 1,200千円，第３期 1,800
千円となる。買掛金は年度末の１ヶ月分であるところから，第１期 300千円，第２期 400千円，第









































Ⅰ．営業活動によるキャッシュフロー（経常収支） −5,425 1,073 752
営業収支 −5,380 2,470 3,020
税引前当期利益（＋） −3,974 −208 2,308
減価償却費（＋） 1,399 2,141 1,767
受取利息・配当（−） 0 −200 0
支払利息（＋） 45 1,598 1,345
売上債権の増加額（−） −3,750 −1,250 −2,500
棚卸資産の増加額（−） −300 −100 −200
仕入債務の増加額（＋） 1,200 400 800
有価証券売却益（−） 0 0 −500
敷金・保証金戻入損（＋） 0 90 0
営業外収支 −45 −1,398 −2,268
受取利息・配当（＋） 0 200 0
支払利息（−） −45 −1,598 −1,345
法人税等の支払額（−） 0 0 −923
Ⅱ．投資活動によるキャッシュフロー −6,450 −20,640 1,500
有形固定資産の取得による支出（−） −6,000 −20,000 0
敷金・保証金の支払による支出（−） −450 0
敷金・保証金の払戻による収入（＋） 0 360 0
投資有価証券の取得による支出（−） 0 −1,000 0
投資有価証券の売却による収入（＋） 0 0 1,500
Ⅲ．財務活動によるキャッシュフロー 13,000 19,500 −2,000
短期借入による収入（＋） 3,000 6,500 8,500
短期借入の返済による支出（−） −3,000 −6,500
長期借入による収入（＋） 0 20,000 0
長期借入の返済による支出（−） 0 −4,000 −4,000
株式の発行による収入（＋） 10,000 0 0
総合キャッシュフロー 1,125 −68 252
当期末現預金残高 1,125 1,058 1,309















月 第１期 第２期 第３期
1 300 460 670
2 300 460 670
3 300 460 670
4 300 460 670
5 300 460 670
6 500 700 1,150
7 300 460 670
8 300 460 670
9 300 460 670
10 300 460 670
11 300 460 670
12 500 700 1,150




月 第１期 第２期 第３期
1 300 400 600
2 0 400 600
3 0 400 600
4 300 400 600
5 300 400 600
6 300 400 600
7 300 400 600
8 300 400 600
9 300 400 600
10 300 400 600
11 300 400 600
12 300 400 600










月 第１期 第２期 第３期
1 0 1,250 1,875
2 0 1,250 1,875
3 0 1,250 1,875
4 500 1,250 1,875
5 500 1,250 1,875
6 500 1,250 1,875
7 750 1,250 1,875
8 750 1,250 1,875
9 750 1,250 1,875
10 1,000 1,250 1,875
11 1,000 1,250 1,875
12 1,000 1,250 1,875

















月 第１期 第２期 第３期
1 10 15 15
2 10 15 15
3 10 15 15
4 10 15 15
5 10 15 15
6 10 15 15
7 10 15 15
8 10 15 15
9 10 15 15
10 10 15 15
11 10 15 15
12 10 15 15






月 第１期 第２期 第３期
1 30 50 100
2 30 50 100
3 30 50 100
4 30 50 100
5 30 50 100
6 30 50 100
7 30 50 100
8 30 50 100
9 30 50 100
10 30 50 100
11 30 50 100
12 30 50 100







月 第１期 第２期 第３期
1 300 300 350
2 300 300 350
3 300 300 350
4 300 300 350
5 300 300 350
6 500 500 750
7 300 300 350
8 300 300 350
9 300 300 350
10 300 300 350
11 300 300 350
12 500 500 750








月 第１期 第２期 第３期
1 0 160 320
2 0 160 320
3 0 160 320
4 0 160 320
5 0 160 320
6 0 200 400
7 0 160 320
8 0 160 320
9 0 160 320
10 0 160 320
11 0 160 320
12 0 200 400








月 第１期 第２期 第３期
1 150 0 0
2 150 0 0
3 150 0 0
4 150 0 0
5 150 0 0
6 150 0 0
7 150 0 0
8 150 0 0
9 150 0 0
10 150 0 0
11 150 0 0
12 150 0 0


















取得金額 1,000 5,000 10,000
耐用年数 ５年 10年 20年
償却率 0.369 0.206 0.109
期 減価償却額 同左累積額 期末残高 減価償却額 同左累積額 期末残高 減価償却額 同左累積額 期末残高
1 369 369 631 1,030 1,030 3,970
2 233 602 398 818 1,848 3,152 1,090 1,090 8,910
3 147 749 251 649 2,497 2,503 971 2,061 7,939
4 93 841 159 516 3,013 1,987 865 2,927 7,073
5 58 900 100 409 3,422 1,578 771 3,698 6,302
6 325 3,747 1,253 687 4,384 5,616
7 258 4,005 995 612 4,997 5,003
8 205 4,210 790 545 5,542 4,458
9 163 4,373 627 486 6,028 3,972
10 129 4,502 498 433 6,461 3,539
11 386 6,847 3,153
12 344 7,190 2,810
13 306 7,497 2,503
14 273 7,769 2,231
15 243 8,013 1,987
16 217 8,229 1,771
17 193 8,422 1,578
18 172 8,594 1,406
19 153 8,747 1,253
20 137 8,884 1,116



































当初目標であった 1,000千円の 25％増，さらに第３期の売上高を第２期月間平均 1,250千円の 50％
増としていたが，それを各期ともに年度前半６ヶ月（１∼６月）について，第２期 10％増，第３期
25％増と，伸び率を減少させた。第２期の売上高は基本形の 15,000千円に対して 14,100千円，第









そこで SIMⅠ（調整後）では短期借入金について，第２期が基本形の 6,500千円から 7,500千円，















期が基本形の 8,500千円から 9,500千円へ，それぞれ 1,000千円増加している。こうしたファイナ
ンスを受けて，現金預金は第２期が 1,043千円，第３期が 1,285千円とデッドラインを維持出来る

















変化する科目 第１期 第２期 第３期
売上売上
基本形 ① 6,750 15,000 22,500
SIMⅠ ② 6,750 14,100 20,625
変化幅 ②−① 0 −900 −1,875
売上当期利益
基本形 ③ −3,974 −208 1,385
SIMⅠ ④ −3,974 −1,123 242
変化幅 ④−③ 0 −915 −1,143
売上短期借入金
基本形 ⑤ 3,000 6,500 8,500
SIMⅠ（調整前） 3,000 6,500 8,500
SIMⅠ（調整後）⑥ 3,000 7,500 10,500
変化幅 ⑥−⑤ 0 1,000 2,000
売上現金預金
基本形 ⑦ 1,125 1,058 1,309
SIMⅠ（調整前） 1,125 158 −716
SIMⅠ（調整後）⑧ 1,125 1,143 1,251





















変化する科目 第１期 第２期 第３期
売上
基本形 ① 6,750 15,000 22,500
SIMⅠ ② 6,750 15,000 22,500
変化幅 ②−① 0 0 0
当期利益
基本形 ③ −3,974 −208 1,385
SIMⅠ ④ −3,974 −1,223 1,376
変化幅 ④−③ 0 −1,015 −9
短期借入金
基本形 ⑤ 3,000 6,500 8,500
SIMⅠ（調整前） 3,000 6,500 8,500
SIMⅠ（調整後）⑥ 3,000 7,500 9,500
変化幅 ⑥−⑤ 0 1,000 1,000
現金預金
基本形 ⑦ 1,125 1,058 1,309
SIMⅠ（調整前） 1,125 58 309
SIMⅠ（調整後）⑧ 1,125 1,043 1,285



















変化する科目 第１期 第２期 第３期
売上
基本形 ① 6,750 15,000 22,500
SIMⅠ ② 6,750 15,000 22,500
変化幅 ②−① 0 0 0
当期利益
基本形 ③ −3,974 −208 1,385
SIMⅠ ④ −3,974 −258 1,277
変化幅 ④−③ 0 −50 −108
短期借入金
基本形 ⑤ 3,000 6,500 8,500
SIMⅠ（調整前） 3,000 6,500 8,500
SIMⅠ（調整後）⑥ 3,000 4,500 4,500
変化幅 ⑥−⑤ 0 −2,000 −4,000
現金預金
基本形 ⑦ 1,125 1,058 1,309
SIMⅠ（調整前） 1,125 2,978 5,085
SIMⅠ（調整後）⑧ 1,125 1,008 1,151
























































A Financial Strategy for The Future Entrepreneur :
Offering A Practical Tool and Instructions on How to Use It
Toshiyuki SAKAI
Abstract
A person unfamiliar with the phrase “accounting systems” who hears about financial strategies
may feel apprehensive at the idea that a difficult subject is about to be broached. However,
accounting need not be difficult for those who understand the importance of learning about
finance. This paper advocates that those who wish to become entrepreneurs need to know about
and acquire financial strategies.
A model strategy, “Three Financial Statements” was originally proposed by Excel and is the
foundation for all contemporary means of financial calculation. The basic idea of this model is to
handle overdrafts and shortage of cash flow by borrowing at a fixed level. This is the main
premise of this strategy. Although the theory behind this strategy is very simple, it’s practical and
useful.
This paper is written for the general reader unused to indispensable accounting systems.
Many cases of bankruptcy which have been overlooked by CEOs are examined. A successful
accountingmethod based on personal experience is revealed Future entrepreneurs must be aware
that cash flow is the essence of management and can learn how to manage cash flow and make it
the norm of their managerial expertise.
Key words; entrepreneurs, financial strategies, cash flow, practical tools, lack of familiarity with
accounting systems
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